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私
は
、
高
知
県
道
路
利
用
者

会
議
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て

お
り
ま
す
。
高
知
県
で
は
、
昨

年
12
月
に
、
直
轄
事
業
の
高
知

西
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
を
す

る
な
ど
、
高
規
格
道
路
か
ら
市

町
村
道
に
至
る
ま
で
県
内
各
地

に
お
い
て
道
路
整
備
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
こ
と
に
国
交
省
の

皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
四
国
４
県
を
８
の
字

で
結
ぶ
、
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
き
ま
し
て
も
、
本

年
度
の
当
初
予
算
で
、
四
国

横
断
自
動
車
道
の
宿
毛
内
海

道
路
や
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の

奈
半
利
安
芸
道
路
、
そ
れ
ぞ
れ

を
新
規
事
業
と
し
て
盛
り
込
ん

で
い
た
だ
き
ま
し

て
、
本
県
の
事
業

着
手
率
は
96
％
に

な
り
、
整
備
促
進

が
図
ら
れ
て
い
る

事
に
も
重
ね
て
感

謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
県
の

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
き

ま
し
て
は
、
未
だ
多
く
の
箇
所

が
事
業
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
早

期
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

既
に
ご
案
内
の
通
り
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
今
後
20
数
年
以
内

に
、
80
％
程
度
の
確
率
で
発
生

す
る
と
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
。
30
ｍ
を
超
え
る
と
い
う

津
波
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
県
の
海
岸
地
帯
を

走
る
国
道
56
号
・
55
号
は
、
恐

ら
く
寸
断
・
崩
壊
し
、
救
急
救

援
機
能
を
失
う
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
県
民
の
悲
願
で
あ
り

ま
す
高
規
格
道
路
の
一
日
も
早

い
完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
の
４
車
線
化
、
６

車
線
化
あ
る
い
は
ダ
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
こ
う
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
大
変

う
ら
や
ま
し
い
情
報
で
ご
ざ
い

ま
す
。
地
方
に
お
け
る
道
路
整

備
は
、
地
方
創
生
の
原
点
だ
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。
道
路
整
備
を
進
め
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
で
も
暫
定
２
車
線
区
間

が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
暫
定
２

車
線
の
早
期
の
４
車
線
化
、
そ

の
他
に
も
橋
梁
耐
震
や
法
面
対

策
な
ど
に
も
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
渋
滞
対
策
や
通
学
路
交
通

安
全
対
策
の
強
化
を
強
く
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

道
路
の
安
定
的
な
機
能
を
確

保
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
道
路
整

備
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
５
か
年
加

速
化
対
策
後
も
、
予
算
・
財
源

を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
確
保

し
て
い
た
だ
き
、
継
続
的
に
ス

ピ
ー
ド
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

整
備
の
促
進
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
強
く
願
う
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た

ち
と
同
じ
思
い
を
持
つ
、
全
国

の
道
路
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
と
協

力
し
、
地
方
か
ら
の
声
を
上
げ

て
参
り
ま
す
の
で
国
会
議
員
の

先
生
方
、
国
土
交
通
省
の
皆
様

方
に
は
、
必
要
な
予
算
を
し
っ

か
り
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
Ｂ
／
Ｃ
も
大
事

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地

方
の
人
々
の
悲
願
で
あ
り
ま
す

命
の
道
、
救
急
車
が
１
分
で
も

早
く
到
着
し
て
欲
し
い
、
こ
う

い
っ
た
命
の
道
の
整
備
促
進
に

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
高
配
を

切
に
念
願
申
し
上
げ
、
私
か
ら

の
意
見
発
表
と
い
た
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
は
、
高
速
道
路
の
休
憩

施
設
に
お
い
て
顕
在
化
し
て
い

る
大
型
車
駐
車
エ
リ
ア
の
混
雑

に
対
し
、
大
型
車
駐
車
マ
ス
の

拡
充
の
取
組
み
を
進
め
て
い

る
。

　

今
回
、
２
０
２
１
年
度
の
拡

充
実
績
お
よ
び
２
０
２
２
年

度
か
ら
２
０
２
４
年
度
ま
で

の
３
か
年
の
拡
充
計
画
と
、

２
０
２
２
年
度
ま
で
の
拡
充
着

手
予
定
を
発
表
し
た
。

【
駐
車
マ
ス
拡
充
２
０
２
１
年

度
の
実
績
と
２
０
２
２
年
度
ま

で
の
着
手
予
定
】

　

２
０
２
１
年
度
は
既
存
エ
リ

ア
内
で
の
小
型
車
マ
ス
か
ら
大

型
車
マ
ス
へ
の
描
き
換
え
等
に

よ
り
、
全
国
43
箇
所
の
Ｓ
Ａ
・

Ｐ
Ａ
に
お
い
て
、
大
型
車
マ
ス

約
９
１
０
台
の
拡
充
が
完
了
し

た
。

　

２
０
２
２
年
度
か
ら

２
０
２
４
年
度
ま
で
の
３
か
年

で
大
型
車
マ
ス
約
１
，
５
０
０

台
の
拡
充
を
計
画
し
て
お
り
、

う
ち
２
０
２
２
年
度
ま
で
に
全

国
約
30
箇
所
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に

お
い
て
大
型
車
駐
車
マ
ス
の
拡

充
に
着
手
を
予
定
し
て
い
る
。

マ
ス
の
変
更
だ
け
で
な
く
大
規

模
な
土
工
工
事
や
照
明
・
満
空

情
報
板
と
い
っ
た
既
存
施
設
の

移
設
な
ど
を
伴
う
工
事
も
含

め
、
約
６
０
０
台
の
大
型
車
駐

車
マ
ス
の
拡
充
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
は
、
休
憩
施
設

以
外
の
高
速
道
路
事
業
用
地
な

ど
を
活
用
し
た
大
型
車
マ
ス
の

増
設
も
検
討
し
て
い
る
。

【
駐
車
エ
リ
ア
の
課
題
】

①
平
日
の
夜
間
に
お
け
る
大
型

車
の
混
雑

　

平
日
の
夜
間
を
中
心
に
大
型

車
の
駐
車
マ
ス
が
不
足
し
混
雑

し
て
い
る
状
況
は
、
依
然
と
し

て
発
生
し
て
い
る
。
東
名 

海

老
名
Ｓ
Ａ
（
上
り
）
で
は
、
平

日
の
夜
間
を
中
心
に
、
８
時
間

以
上
の
長
時
間
駐
車
が
約
６
割

を
占
め
て
お
り
、
１
台
に
よ
る

駐
車
マ
ス
の
占
有
時
間
が
長
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
多

く
の
車
両
が
利
用
で
き
ず
、
大

型
車
の
駐
車
マ
ス
不
足
の
一
つ

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

②
不
適
切
な
駐
車
マ
ス
の
利
用

　

大
型
車
マ
ス
に
普
通
車
が
駐

車
す
る
、
ま
た
は
普
通
車
マ
ス

に
大
型
車
が
停
車
す
る
な
ど
の

不
適
切
な
利
用
の
た
め
に
、
本

来
駐
車
で
き
る
車
両
が
駐
車
で

き
な
い
状
況
が
発
生
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
兼
用
マ
ス
に
つ
い
て

も
、
普
通
車
、
大
型
車
の
そ
れ

ぞ
れ
の
駐
車
マ
ス
が
満
車
に
な

っ
た
場
合
に
使
用
す
る
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に

利
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本

来
の
機
能
が
発
揮
で
き
な
い
事

例
が
見
受
け
ら
れ
る
。

③
予
約
駐
車
マ
ス
及
び
通
路
な

ど
で
の
不
正
駐
車

　

近
年
整
備
を
進
め
て
い
る
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
駐
車
マ
ス

に
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
以

外
の
車
両
が
駐
車
し
て
し
ま

い
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
が

駐
車
で
き
な
い
と
い
っ
た
事
象

が
発
生
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で
は
新
東

名 

浜
松
い
な
さ
Ｉ
Ｃ
路
外
の

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
専
用
の

予
約
駐
車
場
に
加
え
、
東
名 

足
柄
Ｓ
Ａ
（
上
り
）
、
新
東
名 

静
岡
Ｓ
Ａ
（
上
下
）
、
新
名
神 

土
山
Ｓ
Ａ
（
上
下
）
に
ダ
ブ
ル

連
結
ト
ラ
ッ
ク
専
用
の
予
約
駐

車
マ
ス
を
整
備
し
、
令
和
３
年

４
月
か
ら
順
次
運
用
し
て
い

る
。

【
２
０
２
１
年
度
の
主
な
取
組

み
】

①
大
型
車
マ
ス
の
拡
充
《
東
名 

足
柄
Ｓ
Ａ
（
上
り
）
の
事
例
》

　

東
名 

足
柄
Ｓ
Ａ
（
上
り
）

で
は
、
平
日
の
夜
間
の
時
間
帯

を
中
心
に
大
型
車
マ
ス
不
足
が

顕
在
化
し
て
い
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本
で
は
、
既
存
敷
地
内

で
駐
車
区
画
の
配
置
の
変
更
と

合
わ
せ
て
、
大
型
車
と
普
通
車

の
ど
ち
ら
で
も
利
用
で
き
る
兼

用
マ
ス
を
増
設
し
、
大
型
車
駐

車
可
能
台
数
を
約
１
・
３
倍
に

増
や
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

日
夜
間
の
大
型
車
マ
ス
不
足
は

緩
和
さ
れ
た
。

②
抜
本
的
な
休
憩
施
設
レ
イ
ア

ウ
ト
の
変
更
《
東
北
道 

国
見

Ｓ
Ａ
（
上
り
・
下
り
）
の
事

例
》

　

東
北
道 

国
見
Ｓ
Ａ
（
上
り

・
下
り
）
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
か
ら
の
逆
走
、
特
に

下
り
の
平
日
夜
間
の
時
間
帯
を

中
心
と
し
た
大
型
車
マ
ス
不
足

が
顕
在
化
し
て
お
り
、
ま
た
休

憩
施
設
の
老
朽
化
も
課
題
と
な

っ
て
い
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
で
は
、
Ｓ
Ａ
全
体
の
大
規
模

な
更
新
に
合
わ
せ
エ
リ
ア
内
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
駐
車
マ
ス

の
拡
充
（
下
り
の
大
型
車
駐

車
可
能
台
数
を
１
・
７
倍
に
拡

充
）
、
お
よ
び
休
憩
施
設
レ
イ

ア
ウ
ト
を
抜
本
的
に
変
更
す
る

こ
と
で
、
多
様
な
利
用
者
の
利

便
向
上
を
図
っ
た
。

③
Ｖ
字
駐
車
マ
ス
レ
イ
ア
ウ
ト

の
整
備
《
山
陽
道 

佐
波
川
Ｓ

Ａ
（
上
り
）
の
事
例
》

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
で
は
、

山
陽
道 

佐
波
川
Ｓ
Ａ
（
上

り
）
に
お
い
て
、
大
型
車
マ
ス

の
大
幅
増
設
の
た
め
、
後
退
駐

車
・
前
進
発
車
を
基
本
と
し

た
、
車
両
が
Ｖ
字
配
置
と
な
る

よ
う
な
『
Ｖ
字
駐
車
』
を
適
用

し
、
大
型
車
マ
ス
を
１
・
４
倍

に
拡
充
し
た
。
『
Ｖ
字
駐
車
』

を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
駐

車
車
両
前
方
が
通
路
に
面
す
る

た
め
、
枠
外
（
通
路
）
駐
車
対

策
と
な
り
、
ま
た
前
進
発
車
の

た
め
、
発
車
し
や
す
く
接
触
事

故
の
低
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
。

④
普
通
車
と
大
型
車
の
ど
ち
ら

で
も
利
用
で
き
る
「
兼
用
マ

ス
」
の
整
備

　

限
り
あ
る
駐
車
エ
リ
ア
を
効

率
的
に
利
用
す
る
た
め
、
普
通

車
と
大
型
車
の
ど
ち
ら
で
も
利

用
で
き
る
「
兼
用
マ
ス
」
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で
は
「
兼
用

マ
ス
」
は
青
色
ラ
イ
ン
で
明

示
）
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

⑤
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
駐
車

マ
ス
の
整
備

　

１
台
で
通
常
の
大
型
ト
ラ
ッ

ク
２
台
分
の
輸
送
が
可
能
な

「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
」

は
、
２
０
１
９
年
１
月
に
特
殊

車
両
通
行
の
許
可
基
準
が
緩
和

さ
れ
、
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ

た
。
２
０
１
９
年
８
月
に
運
行

区
間
が
東
北
道
か
ら
九
州
道
ま

で
拡
大
さ
れ
て
以
降
、
ダ
ブ
ル

連
結
ト
ラ
ッ
ク
特
殊
車
両
通

行
の
許
可
台
数
は
増
加
し
て
い

る
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
で
は
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
休
憩
機

会
確
保
の
た
め
、
駐
車
マ
ス
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。

⑥
バ
ス
優
先
（
専
用
）
マ
ス
に

つ
い
て

　

バ
ス
は
一
度
に
多
く
の
利
用

者
が
乗
り
降
り
す
る
こ
と
が
多

く
、
乗
り
降
り
し
た
利
用
者
の

駐
車
場
内
を
歩
く
距
離
が
長
く

な
る
と
、
歩
行
者
は
も
と
よ

り
、
駐
車
場
内
を
走
行
す
る
利

用
者
に
も
不
便
を
お
か
け
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
一
部
の

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
で
は
、
休
憩
施
設

に
近
い
場
所
に
「
バ
ス
優
先
」

や
「
バ
ス
専
用
」
の
駐
車
マ
ス

を
設
け
て
い
る
。

　

梅
雨
の
時
期
と
な
っ

た
。
雨
の
日
の
車
の
運
転

は
、
特
に
夜
と
も
な
れ

ば
、
歩
行
者
や
道
路
の
区

画
線
が
見
づ
ら
く
な
り
、
い
つ
も
以
上
に

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
車
の
免
許
を
取
得

し
て
か
ら
数
十
年
が
経
つ
が
、
取
得
し
た

て
の
頃
か
ら
、
雨
の
日
の
夜
は
、
セ
ン
タ

ー
ラ
イ
ン
が
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
で
反
射
し
な

い
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
。
時
代
の
変
遷

と
と
も
に
排
水
性
舗
装
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、

道
路
の
区
画
線
の
塗
料
の
進
化
な
ど
、
各

種
の
新
た
な
技
術
の
進
展
に
よ
り
道
路
の

走
行
環
境
は
改
善
さ
れ
て
き
た
と
思
う
。

　

と
は
い
え
、
す
べ
て
の
道
路
で
改
善
さ

れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
高
速
道
路

と
一
般
道
、
市
街
地
と
郊
外
部
な
ど
、
高

速
走
行
か
つ
有
料
で
あ
る
も
の
と
そ
う
で

な
い
も
の
や
交
通
量
の
違
い
な
ど
に
よ

り
、
道
路
の
構
造
や
管
理
水
準
に
差
が
あ

っ
て
当
然
と
は
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
た
り

前
で
は
あ
る
が
、
よ
り
良

い
も
の
が
コ
ス
ト
も
抑
え

ら
れ
つ
つ
長
持
ち
し
、
施

工
も
容
易
と
な
れ
ば
、
各

道
路
管
理
者
の
財
政
事
情

は
異
な
る
も
の
の
、
道
路

の
特
性
や
危
険
箇
所
な
ど
に
限
ら
れ
る
こ

と
な
く
広
く
道
路
の
走
行
環
境
は
改
善
さ

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
安
全

性
の
向
上
に
加
え
、
路
上
工
事
の
縮
減
や

規
制
時
間
の
短
縮
に
よ
る
渋
滞
緩
和
等
に

よ
り
快
適
性
も
向
上
す
る
と
な
れ
ば
、
利

用
者
に
と
っ
て
大
い
に
歓
迎
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
。

　

道
路
に
関
す
る
新
技
術
の
活
用
に
関
し

て
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
技
術
開

発
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
新
技
術
の
研
究
か

ら
現
場
実
装
ま
で
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
。
様
々
な
道
路
の
技
術
開
発
ニ
ー
ズ

を
道
路
管
理
者
（
各
地
方
整
備
局
等
）

か
ら
幅
広
く
聴
取
し
公
表
し
て
お
り
、

ま
た
、
「
学
」
の
知
恵
、
「
産
」
の
技

術
を
幅
広
い
範
囲
で
融

合
し
、
道
路
政
策
の
質

を
一
層
向
上
さ
せ
る
た

め
、
新
道
路
技
術
会
議

を
設
置
し
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
研
究
の
選
定
や

研
究
成
果
の
評
価
を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

良
い
技
術
は
活
用
す
る
と
い
う
方
針
の

下
、
新
技
術
導
入
促
進
計
画
を
策
定
し
、

異
業
種
、
他
分
野
、
新
材
料
等
も
含
め
、

新
技
術
の
開
発
・
導
入
を
促
進
し
て
お

り
、
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
技
術
に
つ

い
て
は
、
技
術
公
募
や
意
見
交
換
に
よ
り

検
討
を
加
速
化
す
る
と
と
も
に
、
現
場
の

課
題
解
決
や
導
入
方
法
（
基
準
類
へ
の
反

映
等
）
の
検
討
体
制
も
強
化
し
て
い
る
。

　

環
境
へ
の
配
慮
も
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
昨
今
、
環
境
面
も
含
め
、
世
の
様
々
な

分
野
で
新
技
術
が
開
発
さ
れ
活
用
さ
れ
て

き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
道
路
に
お
い

て
も
建
設
時
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
な
ど
、

各
場
面
に
お
け
る
工
法
や
材
料
な
ど
の
様

々
な
新
技
術
の
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、

今
後
と
も
道
路
の
安
全
か
つ
快
適
な
利
用

の
た
め
に
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
も
反
映
し
た

新
技
術
の
ま
す
ま
す
の
進
展
を
大
い
に
期

待
し
た
い
。

新
技
術
へ
の
さ
ら
な
る
期
待

【工事通行止め】
◇首都圏中央連絡自動車道　久喜白岡JCT～常総IC
　７月４日（月）～８日（金）　各日20：00～翌５：00
◇紀勢自動車道　勢和多気JCT～紀伊長島IC
　７月４日（月）～７月14日（木）　各日20：00～翌６：00
【集中工事】
◇名神高速道路　小牧IC～吹田IC
　８月下旬～９月中旬
◇新名神高速道路　高槻JCT～高槻IC
　８月下旬～９月中旬
◇京都縦貫自動車道　大山崎JCT～長岡京IC
　８月下旬～９月中旬
◇京滋バイパス　久御山淀IC～大山崎JCT
　８月下旬～９月中旬
【リニューアル工事】
◇東名高速道路　東名川崎IC～東京IC
　７月23日（土）～令和５年２月中旬
◇阪神高速16号大阪港線（天保山方面）
　６月10日（金）22：00～令和６年秋

意
見
発
表

楠
瀬
賢
一
全
国
道
路
利
用
者
会
議

副
会
長

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
常
任
理
事

2021年度実績　43箇所 2022年度までに着手予定※3　約30箇所

工事前 工事後 増減 工事前 工事後 増減

普通車マス数（台）※1 2,936 
（3,685）

2,645 
（4,063）

-291 
（+378）

2,444 
（2,650）

2,106 
（3,179）

-338 
（+529）

大型車マス数（台）※2 2,150 3,057 +907 1,157 1,771 +614

合計マス数（台） 5,086 5,702 +616 3,601 3,877 +276

※1： （　）は兼用マスを含んだマス数（兼用マス1台あたり普通車2台分としてカウント）

※2： 兼用マスを含んだ大型車マス数（兼用マス1台を大型車1台分としてカウント）

※3： 現時点での計画のため、完了時のマス数は変更の可能性があり、2022年度以降に完了するマス数も含まれる

休憩施設における
大型車駐車マス拡充の取組み

高速道路の主な工事に伴う通行止め・規制情報


